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５月も残る中東情勢悪化の爪痕 
～代替調達始動も原油輸入は低水準。今後は数量回復と貿易赤字拡大が焦点～ 

 経済調査部 シニアエグゼクティブエコノミスト  新家 義貴 
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（要旨） 

○ ５月の貿易統計では、中東情勢悪化による原油輸入への影響がなお大きいことが確認された。

米国など中東以外からの代替調達は始まっているが、規模はまだ限定的で、原油輸入数量は

大幅減が続いた。５月段階では、代替調達だけで輸入数量を回復させるには至っていない。 

○ 中東向け輸出も影響が残っている。中東向け自動車輸出は数量で前年比▲82.0％と、４月か

らは持ち直したものの通常水準には程遠い。中東は日本にとってエネルギー調達先であると

同時に自動車輸出市場でもあり、輸出面での影響も無視できない。 

○ ６月以降は、中東以外からの代替調達分の到着により原油輸入数量が持ち直す可能性がある。

その後、ホルムズ海峡の通航再開が中東からの通常調達回復につながるかが焦点となる。 

○ ただし、価格高止まりのもとで輸入数量が戻れば、名目輸入額が膨らむ。今後、貿易赤字が

急拡大する可能性に注意が必要である。 

 

1. 代替調達は見え始めるも、原油輸入数量はなお低水準 

本日公表された 2026年５月の貿易統計では、中東情勢悪化による原油輸入への影響がなお大き

いことが示された。米国など中東以外からの代替調達は統計上も確認され始めているが、その規

模はまだ中東からの落ち込みを補うには小さく、原油輸入数量は大幅減が続いた。５月は、輸入

不足を備蓄取り崩しで補いながら国内供給を維持した月と位置づけられる。今後は、代替調達分

の到着によって輸入数量がどこまで回復するか、また価格高止まりのもとで貿易収支にどのよう

な影響が出るかが焦点となる。 

５月の貿易統計では、代替調達の動きが一部表れた。米国からの鉱物性燃料輸入は前年比＋

104.9％と大きく増加し、原油及び粗油輸入も数量で同＋24.0％、金額で同＋128.8％となった。

４月時点でも米国からの原油輸入増はみられていたが、５月には中東以外からの調達拡大がより

明確になった。 

ただし、代替調達の規模は、５月段階ではまだ限られている。米国からの原油輸入数量は 576

千klで、世界全体からの原油輸入数量である 4727千klの 12％程度にとどまる。イラン情勢悪化の
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影響が出る前の３月は５％未満だったことを考えると、米国からの輸入量拡大が進んでいること

は確かだが、それでも全体の原油輸入量を大きく押し上げるには力不足だ。中東からの原油及び

粗油輸入数量は前年比▲61.9％（４月：同▲67.2％）と大幅減が続いており、世界全体でみても

原油及び粗油の輸入数量は前年比▲57.3％（４月：同▲63.7％）と大きく落ち込んでいる。季節

調整値では前月から増加したが、極めて低水準であることは変わっていない。５月時点では、中

東外からの調達増だけで原油輸入全体を回復させる段階には至っていなかったといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政府によると、ホルムズ海峡を経由しない原油の代替調達について、５月は約 65％（４月は約

25％）、６月は約８割、７月は約 10割まで回復する目途が立ったとされていたが、５月の貿易統

計で確認される輸入量の回復は限定的であり、こうした政府の見通しに比べるとかなり小さい印

象を受ける。これは、政府のいう「調達分」が、貿易統計上の輸入数量とは異なる概念であるた

めとみられる。すなわち、契約済み、契約手続中、配船済み、航行中、到着見込みなどを含めた

確保状況を示すものであり、日本への到着や通関を意味するものではない可能性があるだろう。

原油タンカーの配船・運航状況等によって入着が６月以降にずれ込んだ分もあったとみられ、５

月段階の貿易統計では輸入数量の大幅な回復には至らなかった。こうした原油輸入量の減少に対

処する形で、５月も原油の国家備蓄在庫の取り崩しが実施されており、国内供給の確保がなされ

ている。 

輸入面だけでなく、輸出面でも中東情勢悪化の影響は残っている。５月の中東向け輸出は４月

からは持ち直したものの、自動車輸出の落ち込みはなお大きい。中東向け自動車輸出は数量で前

年比▲82.0％、金額で同▲70.0％となった。４月の数量▲93.5％、金額▲90.8％からは多少戻し

たが、通常水準には程遠い。日本にとって中東はエネルギー調達先であると同時に、自動車の輸

(出所)財務省「貿易統計」

（注）季節調整は筆者
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出市場でもあり、４、５月の貿易統計はその両面の脆弱性を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 代替調達分の到着や米・イラン暫定合意で輸入量は今後持ち直しへ 

６月以降については、まず中東以外からの代替調達分の到着が焦点となる。前述のとおり５月

段階では代替調達分で輸入数量全体が大きく押し上げられるには至らなかったが、輸送期間の長

期化やタンカーの運航状況により遅れていた分についても、今後は日本に到着する可能性があ

る。６月、７月の貿易統計では、中東以外からの代替調達分がどの程度輸入数量を押し上げるか

を確認する局面となる。 

加えて、米国とイランがホルムズ海峡の通航再開を含む暫定合意に達したことは、日本にとっ

て大きな安心材料である。報道によれば、ホルムズ海峡では 60日間、商業船舶の自由な通航が認

められる見通しとされる。これが実現すれば、中東からの原油輸入回復に向けた環境は大きく改

善する。すでに中東以外からの代替調達を進めている日本にとっては、ホルムズ海峡経由の通常

調達と代替調達を併用できるようになり、備蓄取り崩しへの依存を減らす効果が期待される。こ

れは国内供給の安定化という点で日本経済にとって大きなプラスである。原油供給の制約が和ら

げば、製油所の操業や石油製品供給、物流、石油化学関連の生産活動に対する不安も後退しやす

くなる。 

なお、実際にタンカーがホルムズ海峡を通過し、積荷が日本に到着するまでには一定の時間を

要する。ホルムズ経由の調達分の到着は早くて７月後半、通常であれば８月以降になる可能性が

ある。このため、６～７月は中東以外からの代替調達分の到着が輸入数量を支え、その後、ホル

ムズ海峡経由の調達回復が統計に表れ始めるとみるのが自然だろう。 

 

 

(出所)財務省「貿易統計」

（注）季節調整は筆者
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3. なお残る価格面への影響、貿易赤字拡大リスクに注意 

こうしたなか、今後注意が必要なのが価格面の動向と貿易収支への影響である。５月の原油入

着価格は１バレルあたり 114.7ドルと、３月の 68.9ドル、４月の 101.2ドルから一段と上昇し

た。中東情勢悪化を受けた国際原油価格の上昇が、入着価格にも遅れて反映された形である。５

月は原油輸入数量が大きく落ち込んだため、原油輸入金額の増加は抑えられていたが、価格水準

自体は大きく切り上がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、中東以外からの代替調達は、数量を確保できたとしてもコスト面での負担が大きい。輸

送距離の長期化、船舶の確保、海上保険料、スポット調達比率の上昇などを通じて、調達コスト

が上がりやすいためである。代替調達分の到着は、輸入数量の持ち直しにつながると同時に、高

コストの原油輸入が増えることにもなる。 

もちろん、米国とイランの暫定合意によりホルムズ海峡の通航が一時的に可能になったことは

価格面での下押し材料だが、60日間の暫定措置にとどまるうえ、合意期限後の不確実性も残る。

戦闘による石油関連設備への被害や復旧の遅れも想定されることから、原油供給が正常化するに

は時間がかかることが見込まれる上、船舶保険料や配船コストが直ちに元の水準へ戻るとも限ら

ない。このため、原油価格が中東情勢悪化前の水準へ短期間で戻るとみるのは早計だろう。 

したがって、６月以降は、原油輸入数量の回復が供給面において日本経済を下支えする一方、

価格面での景気下押し圧力は残る可能性がある。そうした観点で注目されるのが貿易収支の動向

である。４、５月は、価格が急上昇する一方で輸入数量が大きく落ち込んだため、輸入金額は一

定程度抑制されていた。だが今後、高水準の価格が維持されたまま、代替調達分の到着やホルム

ズ海峡経由の輸入再開によって数量が戻れば、名目輸入額が膨らみ、貿易赤字が急拡大する可能

性がある。供給不安の後退は朗報だが、貿易収支の面では赤字拡大圧力として表れる点には注意

（出所）財務省「貿易統計」
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が必要である。今後は、原油輸入数量の回復だけでなく、原油入着価格、輸入金額、貿易収支へ

の影響をあわせて確認していくことが重要だ。 

 

 


